
　
安
曇
野
市
の
Ｐ
Ｒ
と
市
民
の
皆
さ

ん
が
楽
し
み
、
交
流
を
図
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
第
２
回
安
曇
野
フ
ェ
ス
タ

を
９
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
）

に
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で

開
催
し
ま
す
。
実
行
委
員
会
で
は
、

企
画
運
営
と
当
日
の
運
営
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

①
企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
企
画
お
よ
び
準
備
に
携
わ
っ
て
く

　
だ
さ
る
人･･･

数
人
程
度

②
当
日
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
当
日
の
会
場
内
運
営
補
助
を
し
て

　
く
だ
さ
る
人･･･

両
日
と
も
20
人

　
程
度

■
参
加
条
件

①
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

　
く
れ
る
人
。

②
高
校
生
以
上
。
（
た
だ
し
、
高
校

　
生
は
団
体
・
サ
ー
ク
ル
で
の
参
加

　
で
、
保
護
者
ま
た
は
引
率
者
の
同

　
行
が
必
要
）

③
個
人
・
団
体
で
の
参
加
は
問
い
ま

　
せ
ん
。

④
当
日
の
昼
食
は
用
意
し
ま
す
が
、

　
報
酬
・
交
通
費
な
ど
の
支
給
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

⑤
企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

　
イ
ベ
ン
ト
出
演
と
兼
務
で
き
ま 

　
せ
ん
。

⑥
参
加
は
１
日
単
位
で
お
願
い
し
ま

　
す
。
（
半
日
参
加
は
不
可
）

■
応
募
方
法
　
三
郷
総
合
支
所
内
の

　
実
行
委
員
会
事
務
局
に
備
え
付
け

　
の
応
募
用
紙
（
企
画
運
営
・
当
日

　
運
営
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
な
ど
で
応
募
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

①
企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

７
月
31
日
（
火
）

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

②
当
日
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

８
月
31
日
（
金
）

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
１
週
間
程
度
前
に
、

　
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。       

第
２
回 

安
曇
野
フ
ェ
ス
タ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■問い合わせ　

　安曇野フェスタ実行委員会事務局

　【三郷総合支所内商工観光課】

　　（TEL77・3111　FAX 77・6060）

　〒399-8101

　　安曇野市三郷明盛4810-１

　　　三郷総合支所内

　　　　安曇野フェスタ実行委員会事務局
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昨年の安曇野フェスタ
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7月の納期
●固定資産税…………………………………………�（第２期）

●国民健康保険税……………………………………�（第１期）

●介護保険料…………………………………………�（７月分）

●水道料金……………………………�（豊科･堀金･明科地域）

●下水道使用料……………………………�（穂高･三郷地域）

� ＝納期限は７月31日（火）＝
※休日納付窓口は、８月５日（日）です。
　・各総合支所の窓口で市税・各種料金などの納付ができます。
※納税には､便利で納め忘れのない口座振替（自動振込）をおすす
　めしています。

広報あづみの　お知らせ版

3

　
風
水
害
へ
の
備
え
を

　
近
年
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
、

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流
な

ど
の
土
砂
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ

る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
危
険
個
所
の
把
握
お
よ
び
避

難
場
所
の
確
認
や
報
道
機
関
、
防
災

行
政
無
線
の
気
象
情
報
に
耳
を
傾
け
、

自
主
的
な
防
災
活
動
や
適
切
な
避
難

が
行
え
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
豊
科
消
防
署
（
℡
72
・
３
１
４
５
）

　
穂
高
消
防
署
（
℡
82
・
３
２
６
２
）

　
梓
川
消
防
署
（
℡
78
・
２
０
９
０
）

　
明
科
消
防
署
（
℡
62
・
２
９
９
２
）

　
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、
使
用
し

て
い
る
間
に
、
精
度
に
狂
い
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

商
店
や
工
場
、
病
院
な
ど
で
取
引
や

証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、
２
年

に
１
度
の
定
期
検
査
が
計
量
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
量
器
を
お
持

ち
の
人
は
、
必
ず
定
期
検
査
か
計
量

士
に
よ
る
代
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
内
で
実
施
さ
れ
る
定

期
検
査
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
産
業
観
光
部
商
工

　
観
光
課
商
工
労
政
係
（
℡
77
・
３

　
１
１
１
）
ま
た
は
長
野
県
計
量
検

　
定
所
（
℡
47
・
４
０
０
６
）
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本　庁　舎（　71・2000）豊科総合支所（　72・3111）穂高総合支所（　82・3131）

三郷総合支所（　77・3111）堀金総合支所（　72・3106）明科総合支所（　62・3001）

情報ボックス
Information Box

つながり ひろがる地域づくり事業補助金

追加募集を行います。

　
耐
震
改
修
の
場
合

　
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改
修

工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
う
ち
、
次
の

条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
そ
の

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
を
一
定
期

間
２
分
の
１
に
減
額
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
家
屋

・
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

　
在
す
る
住
宅
で
、
現
行
の
耐
震
基

　
準
に
適
合
し
た
耐
震
改
修
工
事
を

　
行
っ
た
も
の

・
対
象
と
な
る
工
事
費
が
１
戸
当
た

　
り
30
万
円
以
上

■
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
期
間

　
固
定
資
産
税
の
減
額
期
間
は
、
左

の
表
の
よ
う
に
、
改
修
の
時
期
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
。

■
軽
減
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
豊
科
総
合
支
所
内
資
産
税
課
に
あ

る
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

　
事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
地
方

　
公
共
団
体
、
建
築
士
、
指
定
住
宅

　
性
能
評
価
機
関
ま
た
は
指
定
確
認

　
検
査
機
関
が
証
明
し
た
も
の
）

・
領
収
書
な
ど
、
耐
震
改
修
工
事
に

　
要
し
た
費
用
が
分
か
る
書
類

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の
う
ち
、

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
家
屋
に
つ

い
て
は
、
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
の

３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

　
な
お
、
減
額
対
象
と
な
る
床
面
積
は
、

１
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
ま
で
で
す
。

■
対
象
と
な
る
家
屋

　
改
修
を
行
っ
た
住
宅
に
次
の
い
ず

れ
か
の
人
が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
軽

減
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
人

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

　
を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
の
あ
る
人

※
新
築
住
宅
の
特
例
や
耐
震
改
修
の

　
特
例
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

　
賃
貸
住
宅
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　
を
施
工
し
た
場
合
は
対
象
に
な
り

　
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
工
事

　
工
事
費
用
か
ら
補
助
金
や
介
護
保

険
の
給
付
な
ど
を
除
い
た
自
己
負
担

額
が
30
万
円
以
上
の
工
事
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
改
修
工
事
が

減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改
良

・
手
す
り
の
設
置

・
屋
内
の
段
差
解
消

・
引
き
戸
な
ど
の
扉
の
取
り
換
え

・
床
材
の
滑
り
止
め
化

■
軽
減
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
豊
科
総
合
支
所
内
資
産
税
課
備
え

付
け
の
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
工
事
図
面
な
ど
、
工
事
の
内
容
が

　
分
か
る
書
類
の
写
し

・
領
収
書
な
ど
、
工
事
に
要
し
た
費

　
用
を
示
す
書
類
の
写
し

・
住
宅
改
良
の
た
め
に
交
付
さ
れ
た

　
補
助
金
額
や
介
護
保
険
の
給
付
額

　
が
分
か
る
書
類
（
補
助
金
等
確
定

　
通
知
書
・
介
護
保
険
償
還
払
支
給

　
決
定
通
知
書
）
の
写
し

・
改
修
す
る
住
宅
に
居
住
す
る
人
が

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を

　
証
明
す
る
書
類
の
写
し

▼
65
歳

以

上

の

人

＝

住

民

票

の

　
写
し

▼
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

　
い
る
人
＝
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
の
写
し

▼
障
害
の
あ
る
人
＝
身
体
障
害
者
手

　
帳
や
療
育
手
帳
の
写
し

資産税課からお知らせ

耐震改修・バリアフリー改修を

行った住宅の固定資産税を

軽減します。

■問い合わせ

　豊科総合支所内総務部資産税課

 　　　　　　　　　　（℡72・3111）

改修が完了した期間

平成18年1月1日

～平成21年12月31日

平成22年1月1日

～平成24年12月31日

平成25年1月1日

～平成27年12月31日

減額期間

改修した年の

翌年から3年間

改修した年の

翌年から2年間

改修した年の

翌年から1年間

※減額対象となる床面積は1戸当たり120㎡まで

せ

ら

知

お

7月の納期

7月23日
�午前10時～正午�堀金総合支所別館

� 午後1時30分～4時�明科総合支所

7月24日
�午前9時30分～正午�三郷文化公園体育館

� 午後1時30分～4時�豊科保健センター

7月25日
�午前10時～正午

� 午後1時～3時30分�
穂高総合支所西

実施日�　　時　間� 　　　場　所

　つながりひろがる地域づくり事業補助金の募集は43件の応募
がありました。予算に若干の余裕がありますので追加募集を行
います。市では支え合う地域社会を目指し、自主的で主体的な
地域に根ざした市民活動事業に支援をしますので、希望の団体は応募してください。
　申請書は、各総合支所地域支援課まちづくり推進係、ホームページにもありますので
ご利用ください。
■申 請 期 限　７月20日（金）
■問い合わせ　各総合支所地域支援課まちづくり推進係
　　　　　　　まちづくり推進課（電話71・2000）

こ
う
ば
い

は
ん
ら
ん

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥check
BOX



　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
報
告
会

　
市
民
参
加
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
社
会
福
祉
課
で
は
、
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
市
民
参
加
の
取
り
組
み
と

し
て
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」

を
設
置
し
、
昨
年
12
月
か
ら
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
締
め
く
く
り
と
な
る

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
市
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

■
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ

　
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
℡
81
・
０
７
１
６
）

　
長
野
地
方
検
察
庁
　

　
出
前
講
座

　
長
野
地
方
検
察
庁
で
は
、
平
成
21

年
か
ら
導
入
さ
れ
る
裁
判
員
制
度
の

円
滑
な
実
施
と
国
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
に
対
す
る
不
安
な
ど
を
少
し
で
も

解
消
し
、
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
裁
判
員
制
度
に
関
す
る

出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
察

庁
の
職
員
が
出
向
い
て
、
制
度
に
つ

い
て
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
裁
判
員
制
度
広
報
ビ
デ
オ
（
ド

ラ
マ
形
式
）
の
無
料
貸
し
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
検
察
庁

　
企
画
調
査
課
（
℡
０
２
６
・
２
３

　
２
・
０
７
４
６
）

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
け
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な

ど
、
有
利
な
特
典
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
（
独
）
勤
労
者
退

　
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金

　
共
済
事
業
本
部

（
℡
０
３
・
３
４
３
６
・
０
１
５
１
）

　
無
料
法
律
相
談

　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
９
日
（
木
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
小
会
議
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
20
分

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
２
日
（
木
）

　
の
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
に
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着

　
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
付

　
時
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

（
℡
71
・
２
０
０
０)

　
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
人
の

　
保
険
金
請
求
に
関
す
る
無
料
相
談
所

　
長
野
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
賠
責
保
険
・
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
専
門
の

相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
（
電
話
）

　
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～

　
５
時

※
来
訪
相
談
希
望
の
場
合
は
、
事
前

　
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
弁
護
士
相
談
（
要
予
約
・
要
面
談
）

　
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
午
後
１
時
～
４
時

■
問
い
合
わ
せ
　
社
団
法
人
日
本
損

　
害
保
険
協
会 

長
野
自
動
車
保
険

　
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
２
６
・

　
２
２
６
・
３
５
８
２
）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
講
習
会

　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運

営
委
員
会
で
は
、
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作

り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
暑
い
夏

を
元
気
に
過
ご
す
た
め
、
赤
ジ
ソ
を

使
っ
た
の
ど
ご
し
さ
わ
や
か
な
シ
ソ

ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
23
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
・
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
回
）

■
場
所
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
東
）

■
定
員
　
各
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
利
用
運
営
委
員

■
参
加
費
　
１
本
（
１
㍑
ビ
ン
）

　
　
３
０
０
円
程
度
（
材
料
費
・
ビ
ン
代)

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

■
申
し
込
み
方
法
　
７
月
９
日
（
月
）

　
か
ら
豊
科
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
産
業
振
興
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
電
話
か
来
庁
し
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
産

　
業
建
設
課
（
℡
72
・
３
１
１
１
）

　
わ
ん
ぱ
く
探
検
隊
（
夏
休
み
自
然
体
験
）

　
た
き
火
料
理
で
自
然
の
恵
み
を
い

た
だ
き
ま
す
。
内
容
は
、
①
燃
料
調

達
や
薪
割
り
体
験
②
箸
づ
く
り
・
串
・

へ
ら
作
り
③
ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼
き
、

五
平
も
ち
、
キ
ャ
ン
プ
デ
ザ
ー
ト
（
青

竹
ぱ
ん
）
作
り
④
た
き
火
料
理
（
丸

ご
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
煮
込
み
ス
ー
プ
・

大
釜
ご
飯
な
ど
）
、
薫
製
づ
く
り
な

ど
ア
ウ
ト
ド
ア
で
過
ご
す
日
帰
り
キ

ャ
ン
プ
で
す
。

■
日
時
　
８
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

■
場
所
　
長
峰
山
森
林
体
験
交
流
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
「
天
平
の
森
」

■
対
象
　
都
市
お
よ
び
市
内
の
小
中

　
　
　
　
学
生
の
親
子

■
参
加
料
　
２
、９
０
０
円
（
１
人
）

■
定
員
　
50
人

■
申
し
込
み
受
付
　
７
月
10
日
（
火
）

　
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
直
接
、
「
天

　
平
の
森
」
に
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

　
第
終
了
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
長
峰
山
「
天
平
の
森
」

　
安
曇
野
市
明
科
光
２
５
７
３
番
地
35

（
℡
62
・
６
２
３
５
）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

相

談

募

集

サマージャンボ宝くじ
7月19日（木）販売開始

市町村振興宝くじ「サマージャンボ宝くじ」

の販売が７月19日（木）から全国で一斉に

発売されます。なお、収益金は、明るく住

み良いまちづくりに使われます。

※お買い求めは、通信販売か全国の宝くじ売り場へ

■販売期間　７月19日（木）～８月７日（火）

■抽 選 日　８月16日（木）

  あづみ野環境塾

『第３回自然観察会＆身近な生きもの調査説明会』を開催

　安曇野市環境基本計画策定委員会（千國 温会長）では、「あづみ野環境塾～みんなであづみ

野の環境を考えよう」を開催します。環境基本計画の策定に合わせ、市民の皆さんに環境へ

の関心を持ってもらうため、今年度中に見学会や講演会など、５回程度の開催を予定してい

ます。第３回は、環境基本計画の基礎資料となる「身近な生きもの調査」の夏の説明会＆自

然観察会です。烏川渓谷にすむ水生昆虫たちを探します。

■日　　時　７月28日(土)　午前９時～正午

　　　　　　（雨天時は室内で説明会のみ）

■場　　所　県営烏川渓谷緑地 水辺エリア（安曇野市堀金烏川）

■内　　容　身近な生きもの調査説明会、自然観察会（水生昆虫探し）

■参加資格　小学生以上の市内居住者、または市内に通勤、通学されている人

■定　　員　30人（先着順）

■参 加 費　無料

■申し込み　７月９日（月）午前８時30分から電話で申し込みを受け付けます。

■主　　催　安曇野市環境基本計画策定委員会、あづみ野環境塾実行委員会

■申し込み・問い合わせ　穂高総合支所内市民環境部環境課（℡82・3131内線211）

ま
き

は
し

く
し

※

※市民の皆さんが見つけた生きものの情報を
　まとめ、安曇野市の自然についての資料を
　作成するために行う調査

　　　　　　　　　　　　　



　
三
郷
公
民
館

　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
　
ヨ
ガ
教
室

　
ヨ
ガ
で
お
気
楽
お
手
軽
に
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　

　
７
月
18
日
（
水
）
・
25
日
（
水
）

　
８
月
１
日
（
水
）
・
８
日
（
水
）

　
　
　
22
日
（
水
）
・
29
日
（
水
）

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
講
堂

■
講
師
　
山
岸 

弘
子
さ
ん

■
定
員
　
先
着
40
人

■
参
加
費
　
１
回
１
０
０
円

※
初
回
に
全
６
回
分
（
６
０
０
円
）

　
を
集
め
ま
す

■
服
装
お
よ
び
持
ち
物
　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、

　
バ
ス
タ
オ
ル
、
手
ぬ
ぐ
い

■
申
込
期
間
　

　
７
月
９
日
（
月
）
～
12
日
（
木
）

■
申
し
込
み
方
法
　
三
郷
公
民
館
へ

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
あ
ら
た
め
て
通
知
等
は

　
差
し
上
げ
ま
せ
ん
の
で
、
お
申
し

　
込
み
い
た
だ
い
た
人
は
、
当
日
会

　
場
ま
で
直
接
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
三
郷
公
民
館
（
℡
77
・
２
１
０
９
）

　
穂
高
陶
芸
会
館

　
夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室
　

　
穂
高
陶
芸
会
館
で
は
、
夏
休
み
親

子
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
回
と
も
自
由
制
作
で
、
希
望
の

回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
親
子

で
一
緒
に
楽
し
く
作
品
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

も
お
す
す
め
で
す
。

■
日
程
　
７
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
８
月
４
日
（
土
）

■
時
間
　
午
前
９
時
～

　
　
　
（
２
～
３
時
間
程
度
）

■
場
所
　
穂
高
陶
芸
会
館

■
講
師
　
嶋
田 

好
貴
さ
ん

■
対
象
　
安
曇
野
市
内
の
小
学
生
と

　
そ
の
保
護
者

■
定
員
　
各
回
40
人
程
度
（
先
着
順
）

■
受
講
料
（
１
回
）

　
大
人
　
　
１
、０
０
０
円

　
子
ど
も
　
８
０
０
円

　
（
粘
土
５
０
０
㌘
と
指
導
料
、
焼

　
　
き
上
げ
ま
で
の
料
金
を
含
む
）

■
申
し
込
み
　
穂
高
陶
芸
会
館
へ
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
陶
芸
会
館

（
℡
82
・
６
７
５
０
）

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
初
心
者
講
習
会
（
全
６
回
）

　
穂
高
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、

体
力
向
上
と
交
流
を
目
的
に
、
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
年
齢
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
開
始
　
８
月
１
日
（
水
）
お
よ
び

　
３
日
（
金
）
～
17
日
（
金
）
の
火
・

　
金
曜
日
の
６
日
間

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所
　

　
机
上
講
習
＝
穂
高
会
館

　
実
地
講
習
＝
穂
高
権
現
宮
マ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
ト
ゴ
ル
フ
場

■
講
師
　
穂
高
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

　
　
　
　
会
指
導
員

■
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

■
定
員
　
30
人

■
受
講
料
　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

■
申
込
方
法
　
７
月
11
日
（
水
）
か

　
ら
権
現
宮
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
（
℡

　
82
・
０
０
９
７
）
受
付
で
、
所
定

　
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
受
講
料
を

　
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

穂
高
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
協
会
事
務
局 

澤
栁(

℡
83
・
５
２
９
１)

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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漆
パ
ネ
ル
制
作
講
座
（
一
般
対
象
）

　
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
で

は
、
漆
パ
ネ
ル
作
品
の
制
作
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
黒
漆
塗
り
の
板

に
金
粉
、
金
箔
、
貝
の
薄
板
を
使
っ

て
文
様
を
表
し
た
り
装
飾
を
し
て
、

漆
の
平
面
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
18
日(

土)

・
19
日(

日)

※
２
日
間
に
渡
る
工
程
で
す
。

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所
　
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

■
対
象
　
住
所
・
年
齢
な
ど
は
問
い

　
ま
せ
ん
が
、
付
き
添
い
が
な
く
、

　
一
人
で
制
作
が
で
き
る
人
。

■
指
導
　
東
京
芸
術
大
学
漆
芸
科

■
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

■
材
料
費
　
２
、７
０
０
円

■
持
ち
物
　
材
料
費
、
作
業
着
、
昼

　
食
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
は
さ
み
、

　
ピ
ン
セ
ッ
ト

■
申
込
期
間
　

　
７
月
10
日
（
火
）
～
８
月
16
日
（
木
）

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
月
曜
日
を
除
く
）

■
申
込
方
法
　
電
話
で
、
安
曇
野
髙

　
橋
節
郎
記
念
美
術
館
へ
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

（
℡
81
・
３
０
３
０
）

　
夏
休
み
　
　

　
自
由
研
究
サ
ポ
ー
ト
会
　
　
　
　

　　
豊
科
郷
土
博
物
館
・
豊
科
近
代
美

術
館
・
田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
夏
の

企
画
展
に
あ
わ
せ
て
、
夏
休
み
の
自

由
研
究
を
応
援
す
る
夏
休
み
自
由
研

究
サ
ポ
ー
ト
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
の
夏
休
み
の
課
題
「
自

由
研
究
」
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
29
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所
　
豊
科
近
代
美
術
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

　
①
絵
地
図
で
旅
す
る
安
曇
野

　
②
石
彫
「
い
み
の
な
い
形
づ
く
り
」

　
③
昆
虫
、植
物
の
自
然
の
写
真
と
標
本

■
対
象
　
小
・
中
学
生
と
親
子

■
申
し
込
み
方
法
な
ど

①
に
参
加
す
る
場
合

　
・
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

　
・
定
員
　
10
組
20
人

　
・
申
込
期
限
　
７
月
22
日
（
日)

②
ま
た
は
③
に
参
加
す
る
場
合

　
・
参
加
費
　
無
料

　
・
定
員
　
な
し

　
・
当
日
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
豊
科

　
近
代
美
術
館

(

℡
73
・
５
６
３
８)

　
あ
な
た
は
、高
齢
期
を
ど
う
生
き
ま
す
か
？

　
熟
年
者
の
生
き
が
い
を
考
え
ま
せ
ん
か

　
市
と
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
福
祉
部
会
で
は
、
熟
年
者
の
必

要
性
・
生
き
が
い
に
つ
い
て
語
り
合

う
会
を
開
き
ま
す
。

　
元
松
本
短
期
大
学
学
長
の
山
崎
健

治
先
生
を
囲
ん
で
、「
熟
年
者
の
生

き
が
い
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
７
月
22
日
（
日
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
学
生
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
地
域
住
民

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
祉
部
会
中
槇
さ

　
ん
（
℡
73
・
３
２
１
９
）
ま
た
は

　
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

（
℡
81
・
０
７
１
６
）

　
髙
橋
節
郎
追
悼
企
画
展
記
念
講
演
会

　
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
で

は
、
７
月
18
日
か
ら
開
催
す
る
髙
橋

節
郎
追
悼
企
画
展
の
記
念
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

　
展
覧
会
で
取
り
上
げ
る
松
田
権
六
・

山
崎
覚
太
郎
・
髙
橋
節
郎
は
、
と
も

に
漆
芸
家
で
、
東
京
藝
術
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
た
指
導
者
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
現
同
大
漆
芸
科
教
授

の
三
田
村
有
純
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

漆
芸
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

三
人
の
作
家
の
芸
術
、
三
田
村
さ
ん

が
直
接
学
ん
だ
髙
橋
節
郎
の
教
育
者

と
し
て
の
顔
に
つ
い
て
の
講
演
を
お

聞
き
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
講
師
　
三
田
村 

有
純
さ
ん

（
東
京
藝
術
大
学
教
授
・
漆
芸
家)

■
場
所
　
美
術
館
主
屋

■
講
演
テ
ー
マ
　
「
権
六
・
覚
太
郎
・

　
節
郎
　
三
巨
匠
の
ち
か
ら
」

■
そ
の
他
　
入
場
無
料
（
当
日
先
着

　
１
０
０
人
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
髙
橋
節
郎

　
記
念
美
術
館
（
℡
81
・
３
０
３
０)

催

し

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Information
高齢者のための法律講座

　相続の仕方や遺書の書き方、悪徳商法など、

高齢者の日常に起こりうる問題に対処するため

の法律を学ぶ講座です。

※個別相談会ではありません。

■日　　時　８月７日（火）

　　　　　　午後２時～3時30分

■場　　所　穂高会館第２会議室

■講　　師　小口 正敏さん

　　　　　（民事調停委員・司法委員）

■対　　象　市内在住のおおむね60歳以上の人

■定　　員　30人

■受 講 料　200円　※当日お支払いください。

■申し込み　７月11日（水）午前８時30分か

ら７月31日（火）までの期間に穂高会館へ電

話でお申し込みください。定員になり次第締め

切ります。

■問い合わせ・申し込み　

　穂高会館内穂高教育課（℡82・5970）

BOX

ご
ん
ろ
く

き
ょ
う

か
く
た
ろ
う

あ
り
す
み

べ
ん

　　　　　　　　　　　　　



　
第
２
回
臼
井
吉
見

　
れ
ん
げ
忌
の
つ
ど
い

　
残
雪
の
有
明
、
常
念
な
ど
の
山
々

が
後
ろ
に
控
え
、
見
渡
す
限
り
埋
め

つ
く
さ
れ
た
レ
ン
ゲ
の
花
、
そ
こ
か

し
こ
に
あ
る
土
蔵
の
白
壁
…
こ
の
地

を
舞
台
に
し
、
安
曇
野
を
世
に
出
し

た
歴
史
長
編
小
説
「
安
曇
野
」
を
執

筆
し
た
臼
井
吉
見
が
亡
く
な
っ
て
、

今
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
。

　
臼
井
吉
見
を
し
の
び
、
れ
ん
げ
忌

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
程
　
７
月
12
日
（
木
）

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
内
容
　

▼
墓
参
り

・
集
合
　
午
後
１
時
30
分
ま
で
に

　
臼
井
吉
見
文
学
館
前
に
集
合

▼
記
念
講
演
会

・
時
間
　
午
後
２
時
30
分
～

・
会
場
　
堀
金
公
民
館
講
堂

・
講
師
　
晒
名 

昇
さ
ん

（
元
筑
摩
書
房
編
集
部
長
）

・
演
題
　
「
編
集
者
人
生
を
語
る
」

　
筑
摩
書
房
時
代
か
ら

　
『
草
野
心
平
日
記
』
刊
行
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　
臼
井
吉
見
文
学
館

（
℡
72
・
５
７
９
６
）

　
第
49
回
　
友
の
会
美
術
展
　

　
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
博
物
館

友
の
会
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
第

49
回
　
友
の
会
美
術
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
郷
土
の
自
然
を
描
い
た
油
彩
画
か

ら
、
個
性
あ
ふ
れ
る
抽
象
的
な
彫
刻

ま
で
、
情
熱
が
ほ
と
ば
し
る
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。
長
年
、
郷
土
で
芸

術
の
研
さ
ん
を
重
ね
て
き
た
会
員
の

皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　
７
月
15
日
（
日
）
～
29
日
（
日
）

■
会
場

　
豊
科
郷
土
博
物
館
　
展
示
室

■
入
館
料

　
大
　
人
　
　
１
０
０
（
80
）
円

　
小
中
生
　
　
　
　
50
（
40
）
円

※( )

内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

（
℡
72
・
５
６
７
２
）

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

　
あ
づ
み
の
楽
校
～
夏
～

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で

は
、
夏
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　

　
７
月
14
日(

土)

～
８
月
26
日(

日)

■
内
容
　

・
魚
の
つ
か
み
捕
り
体
験
（
参
加
費
別
）

・
い
か
だ
レ
ー
ス

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

※
テ
ー
マ
展
示
館
の
各
教
室
で
行
う

　
特
別
展
示
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施

▼
特
別
展
も
開
催
中

「
み
ん
な
大
好
き
昆
虫
大
集
合
！

　
～
信
州
の
虫
た
ち
と
カ
ブ
ト
ム
シ
・

　
　
ク
ワ
ガ
タ
展
～
」

※
特
別
展
は
、
９
月
２
日
（
日
）
ま
で

■
入
園
料
　
大
人(

15
歳
以
上
）
４
０
０
円

　
　
　
　
　
小
人(

小
中
学
生
）
80
円

■
開
園
時
間
　

７
月
・
８
月
　
午
前
９
時
30
分
～
午

　
　
　
　
　
後
６
時

９
月
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
　
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

（
℡
71
・
５
５
１
１
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://w

w
w
.a
zu
m
in
o
.g
o
.jp
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企
画
展
　
山
と
高
山
蝶

　
―
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
の
原
点
―

　
田
淵
行
男
が
日
本
の
写
真
界
に
及

ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
、
現
在
活
躍

中
の
写
真
家
た
ち
が
絶
賛
し
、
そ
の

目
標
と
し
て
挙
げ
る
の
が
田
淵
の
作

品
集
「
高
山
蝶
」
で
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
「
高
山
蝶
」

の
世
界
を
た
ど
り
、
隆
盛
を
極
め
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
の
原
点
を
見
つ

め
ま
す
。
氷
河
期
の
終
焉
と
と
も
に

北
ア
ル
プ
ス
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
高

山
蝶
は
、
厳
し
い
高
山
の
環
境
の
下

で
な
け
れ
ば
生
息
で
き
ず
、
そ
こ
を

最
上
の
ね
ぐ
ら
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
田
淵
は
「
こ
の
地
史
の
落
と
し
子

た
ち
に
、
安
ら
か
な
旅
を
続
け
さ
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
「
高
山
蝶
」
の
序

文
に
記
し
て
い
ま
す
。
氷
河
期
の
落

と
し
子
た
る
高
山
蝶
た
ち
の
未
来
を

案
ず
る
田
淵
で
し
た
が
、
そ
の
不
安

は
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、
北
ア

ル
プ
ス
の
高
地
に
も
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
高
山
蝶

の
生
態
写
真
や
山
岳
写
真
か
ら
田
淵

が
の
こ
し
た
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
期

　
７
月
３
日
（
火
）
～
11
月
11
日
（
日
）

■
会
場
　
田
淵
行
男
記
念
館

■
観
覧
料
　

　
大
　
人
３
０
０
（
２
０
０
）
円

　
小
中
生
２
０
０
（
１
０
０
）
円

（ 

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
休
館
日

　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
、
開
館
）

　
祝
日
の
翌
日

※
８
月
13
日
（
月
）
は
開
館

■
同
時
開
催

　
特
別
展
「
世
界
の
昆
虫
た
ち
～
今

　
森
光
彦
写
真
展
～
」

　
７
月
３
日
（
火
）
～
８
月
26
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

（
℡
72
・
９
９
６
４
）

　
「
一
山
百
楽
」
講
話

　
今
森
光
彦
自
然
講
演
会

　
田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
開
催
中

の
特
別
展
「
世
界
の
昆
虫
た
ち
～
今

森
光
彦
写
真
展
」
に
あ
わ
せ
、「
昆
虫

た
ち
の
不
思
議
な
世
界
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
田
淵
行
男
の
残
し
た
「
一
山
百
楽
」

の
言
葉
に
ち
な
み
、
写
真
家
や
登
山

家
に
登
山
の
楽
し
み
や
自
然
環
境
保

護
の
大
切
さ
を
学
ぶ
講
演
会
で
す
。

　
琵
琶
湖
を
拠
点
に
、
今
森
さ
ん
は

日
々
、
里
山
や
昆
虫
の
世
界
と
向
き

合
い
、
写
真
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
昆
虫
た
ち
の
視
点
か
ら
自

然
環
境
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～

■
会
場
　
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
第
２
研

　
修
棟
（
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、

　
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
東
側
駐
車
場
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
講
師
　
今
森 

光
彦
さ
ん
（
写
真
家
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
80
人

※
当
日
の
午
前
10
時
か
ら
記
念
館
受

　
付
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

（
℡
72
・
９
９
６
４
）

　
　
　
　

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇ 

広
報
あ
づ
み
の
６
月
号
（
６
月
20
日
発
行)

■
４
ペ
ー
ジ
　
２
段
目
見
出
し

［
誤
］
市
市
社
会
福
祉
協
議
会

［
正
］
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

■
６
ペ
ー
ジ
　
利
用
登
録
票
の
注
意
書
き

［
誤
］
関
係
課
に
内
容
を
紹
介

［
正
］
関
係
課
に
内
容
を
照
会

■
15
ペ
ー
ジ
　
国
民
健
康
保
険
運
営

　
協
議
会
答
申
の
日
付

［
誤
］
６
月
22
日

［
正
］
５
月
22
日

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

安曇養護学校高等部生徒の制作作品販売会

　安曇養護学校高等部では卒業後の就労などを目指し、いろいろな制作活動をしていますが、

地域の皆さんに作品をご紹介し、ご理解を得るため、販売会を企画しました。

大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

■日　時　７月13日（金）・14日（土）　午前10時～午後４時

■場　所　安曇野スイス村・コープながの安曇野豊科店

■販売品　携帯ケース、ランチョンマット、皿、コーヒーカップ、湯飲み茶わん、花瓶、

　　　　　オリジナルクッキー、タマネギ、アロマキャンドル、木製イス、ベンチなど

■問い合わせ　安曇養護学校（℡0261・62・4920）

　　　　　　　穂高健康支援センター内社会福祉課障害福祉係（℡81・0724）

寄付・寄贈のお礼
（平成19年5月14日～６月13日）（敬称略）

　佐々木会計事務所  所長　佐々木 一夫

� 10万円（商工振興のため)

　株式会社ジン・コーポレーション代表取締役

　東本 幸子� 10万円（社会福祉のため)

　宮本 昭司� 50万円

� （三郷中学校図書館整備のため)

　傷痍軍人会　小林 正春� 傷痍軍人会旗

　傷痍軍人妻の会　高橋 さつ子　傷痍軍人会妻の会旗
（戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に伝える資料として）

さ
ら
し
な  

し
ょ
う

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Information
BOX

山頂黎明  ～常念・乗鞍より浅間を望む～

い
ち
ざ
ん
ひ
ゃ
く
ら
く

し
ゅ
う
え
ん

▼
▼

▼
▼

▼



　
参
議
院
比
例
代
表
は

　
非
拘
束
名
簿
式
で
行
わ
れ
ま
す

　
参
議
院
議
員
は
、
任
期
が
６
年
で
、

３
年
ご
と
に
総
定
数
２
４
２
人
の
半

数
が
改
選
さ
れ
ま
す
。
改
選
は
、
各

都
道
府
県
の
区
域
を
単
位
と
し
て
代

表
者
を
選
ぶ
選
挙
区
選
挙
（
改
選
数

73
人
う
ち
長
野
県
２
人
）
と
全
国
の

区
域
を
単
位
と
し
て
政
党
等
の
総
得

票
数
に
応
じ
て
議
席
を
割
り
当
て
る

比
例
代
表
選
挙(

改
選
数
48
人)

の
２

つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
13
年
の
参
議
院
比
例

代
表
選
挙
か
ら
、
政
党
名
か
候
補
者

名
の
い
ず
れ
か
で
投
票
す
る
非
拘
束

名
簿
式
と
な
り
、
有
権
者
は
当
選
さ

せ
た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
有
権
者
は
、

政
党
名
か
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

候
補
者
個
人
名
の
ど
ち
ら
か
に
投
票

し
ま
す
。
各
政
党
の
議
席
数
は
政
党

名
と
個
人
名
の
得
票
数
の
合
計
に
応

じ
て
配
分
さ
れ
、
当
選
者
は
個
人
名

の
得
票
数
が
多
い
順
に
決
ま
り
ま
す
。

　
投
票
が
で
き
る
人

　
安
曇
野
市
の
永
久
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
投
票
で
き

ま
す
。

●
日
本
国
民

●
投
票
日
当
日
に
満
20
歳
以
上

（
昭
和
62
年
７
月
30
日
以
前
に
出
生
）

　
の
人

●
平
成
19
年
４
月
11
日
以
前
か
ら
安

　
曇
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

　
る
人

※
平
成
19
年
４
月
12
日
以
後
に
安
曇

　
野
市
へ
転
入
の
届
出
を
し
た
人
は
、

　
原
則
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
市
内
で

　
住
所
を
異
動
し
た
人
の
投
票
は

　
本
年
６
月
29
日
ま
で
に
市
内
の
間

で
の
転
居
届
を
市
役
所
へ
出
さ
れ
た

人
は
、
新
住
所
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
６
月
30
日
以
後
に
転
居

届
を
出
さ
れ
た
人
は
、
旧
住
所
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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選
挙
公
報
の
お
届
け
は

　
候
補
者
氏
名
、
政
党
な
ど
の
名
称
、

経
歴
、
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙

公
報
は
、
新
聞
に
折
り
込
ん
で
お
届

け
し
ま
す
。

　
新
聞
で
届
か
な
い
世
帯
は
、
市
役

所
・
各
総
合
支
所
の
窓
口
に
も
備
え

置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
未

読
世
帯
な
ど
で
、
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
安
曇
野
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
と
投
票
時
間
は

　
市
内
に
は
、
76
の
投
票
区
（
投
票

所
）
が
あ
り
ま
す
。
投
票
所
は
、
お

住
ま
い
の
場
所
に
よ
り
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
郵
送
さ
れ
る
「
投
票
所
入

場
券
」
を
ご
確
認
の
上
、
投
票
所
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

※
一
部
の
投
票
所
で
は
、
午
後
６
時

　
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な

投
票
方
法
が
あ
り
ま
す

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
の

　
不
在
者
投
票
と
は

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
等
に
入
院
（
入
所
）
さ
れ
て
い

る
人
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
各
施
設
の

不
在
者
投
票
の
日
時
は
施
設
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
施
設

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
も
期
日
前
投

票
と
同
じ
く
、
公
示
日
の
翌
日
か
ら

で
す
。

　
郵
便
投
票
と
は

　
重
度
の
身
体
障
害
が
あ
る
人
は
、

在
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま

す
。
在
宅
で
投
票
を
す
る
に
は
、
ま

ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の

内
容
に
よ
り
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
代
理
投
票
と
は

　
字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
、
投

票
所
係
員
が
補
助
者
と
な
り
、
あ
な

た
の
意
思
を
代
筆
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
投

票
所
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
点
字
投
票
と
は

　
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
投

票
所
で
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票

所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

期日前投票をご利用ください

　仕事や冠婚葬祭などで当日投票が困難な場合やレジャーなどのため、投票日に自分の

投票区内にいないなど、投票当日に予定のある人は手続きが簡単になった期日前投票の

制度をぜひご利用ください。

　●期　間　７月13日（金）～７月28日（土）

　●期日前投票所　豊科総合支所・穂高総合支所・三郷総合支所

　　　　　　　　　堀金総合支所・明科総合支所

　●時　間　午前８時30分～午後８時（土曜日、日曜日も同じ）

　●持ち物　投票所入場券（印章は不要）

　７月29日（日）は、参議院議員通常選挙の
投票日です。選挙は、民主主義の基盤であり、
私たちが政治に参加する最も重要で基本的な
機会です。私たち一人ひとりが選挙に関心を
持つことが大切です。
 投票所へは、ご家族、ご近所お誘い合わせ
てお出掛けください。また、投票日当日、都
合が悪い場合は、手続きが簡単になった期日
前投票を行いましょう。

あなたの声を国政に

７月29日（日）－参議院議員通常選挙－

　選挙･投票に関する問い合わせ

県安曇野庁舎内

　　安曇野市選挙管理委員会事務局

（℡71・2000）または（直通℡71・2031）

▼
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安曇野 穂高周遊バスの運行が始まります
　7月14日（土）～8月26日（日）　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

今年も穂高地域を巡る穂高周遊バスが期間限定で

運行します。穂高地域の散策に、ご利用ください。
■運賃� 1回乗車券� 大人（中学生以上）� 100円
� � 小人（小学生）� 50円
� 1日乗車券　 大人（中学生以上）� 300円
� � 小人（小学生）� 150円
                                ※小学生未満は無料
■問い合わせ　安曇野市観光協会（℡82・3133）

「道祖神マップ」とともに安曇野めぐり

　道祖神の宝庫といわれる安曇野。彫刻の種類や表現の内容も
実にバラエティーに富んでいます。市内にある道祖神をめぐる
おすすめの14コースを紹介した「道祖神マップ」（定価300円）
を片手に路傍の神様に出会う旅に出掛けてみませんか。
■問い合わせ　安曇野市観光協会（TEL82・3133）

◆時刻表
穂高駅 発
わさび畑方面

7/14～8/26の間毎日運転

※7月17日・23日・30日、8月6日・13日・20日は髙橋節郎記念美術館休館のため、わさび畑折返し運転致します。
髙橋節郎

記念美術館 発
穂高駅方面

穂高駅 発
山麓方面

バス停№ 停　留　所　名

⑤� 穂 高 駅� 8：30� 10：10� 11：45� 13：15� 15：00� 16：40

④� 穂 高 神 社� 8：31� 10：11� 11：46� 13：16� 15：01� 16：41

③� 等 々 力 家� 8：34� 10：14� 11：49� 13：19� 15：04� 16：44

②�わ さ び 畑� 8：39� 10：19� 11：54� 13：24� 15：09� 16：49

①� 髙橋節郎記念美術館� 8：45� 10：25� ―� 13：30� 15：15� 16：55

①�髙橋節郎記念美術館� 8：55� 10：35� 12：55� 13：40� 15：30� 17：00

②�わ さ び 畑� 9：01� 10：41� 13：01� 13：46� 15：36� 17：06

③� 等 々 力 家� 9：06� 10：46� 13：06� 13：51� 15：41� 17：11

④� 穂 高 神 社� 9：10� 10：50� 13：10� 13：55� 15：45� 17：15

⑤� 穂 高 駅� 9：11� 10：51� 13：11� 13：56� 15：46� 17：16

⑥� 碌 山 美 術 館� 9：13� 10：53� � 13：58� 15：48� 17：18

⑦�アルプガーデン� 9：17� 10：57� � 14：02� 15：52� 17：22

⑧�JA有 明 支 所 前� 9：20� 11：00� � 14：05� 15：55� 17：25

⑨�古 厩 信 号� 9：22� 11：02� � 14：07� 15：57� 17：27

⑩� 学 者 村 事 務 所� 9：23� 11：03� � 14：08� 15：58� 17：28

⑪�夫　　婦　　岩� 9：25� 11：05� � 14：10� 16：00� 17：30

⑫�大　　王　　橋� 9：28� 11：08� � 14：13� 16：03� 17：33

⑬� 有 明 山 神 社� 9：30� 11：10� � 14：15� 16：05� 17：35

⑫�大　　王　　橋� 9：32� 11：12� � 14：17� 16：07� 17：37

⑭� 矢　　　　　　村� 9：33� 11：13� � 14：18� 16：08� 17：38

⑮� 松　　尾　　寺� 9：34� 11：14� � 14：19� 16：09� 17：39

⑯� 天　　満　　沢� 9：35� 11：15� � 14：20� 16：10� 17：40

⑰�小岩岳別荘入口� 9：36� 11：16� � 14：21� 16：11� 17：41

⑱�v i f 穂 高� 9：38� 11：18� � 14：23� 16：13� 17：43

⑲�ア ー ト ヒ ル ズ� 9：40� 11：20� � 14：25� 16：15� 17：45

⑳� 草　　　　　　深� 9：41� 11：21� � 14：26� 16：16� 17：46

� 国営アルプスあづみの公園� 9：48� 11：28� � 14：33� 16：23� 17：53

� 上　原　信　号� 9：54� 11：34� � 14：39� 16：29� 17：59

� 本郷消防詰所前� 9：56� 11：36� � 14：41� 16：31� 18：01

⑤�穂　 高　　駅� 9：59� 11：39� � 14：44� 16：34� 18：04


